
CSF未発生県

• CSF及びASFの早期発見・まん延防止のため、野生イ
ノシシにおける検査頻度をより一層上げることが重要
との専門家による提言。

• 家畜伝染病予防法に基づく野生動物の監視の一環とし
て、農林水産省と連携し、環境省では令和２年度より
野生イノシシの検査を実施。令和３年度も継続。

目的等

• 野生イノシシにおけるCSF未発生の県
を優先的に、令和3年度はCSFが発生
した都府県も対象。

令和３年度 野生イノシシにおけるCSF・ASF感染状況確認検査について

対象とする都道府県

野生イノシシにおけるCSF発生状況
（令和３年３月３日現在）

【凡例】
【検査に関する連絡・問合せ先】

環境省鳥獣保護管理室（担当：近藤）

TEL：03-5521-8285

検査等の流れ

• 野生イノシシ（死亡個体、捕獲個体のどちらも可）から
採取した血液（全血）を提供いただき、当省から委託す
る検査機関（国立環境研究所を想定）において遺伝子検
査（PCR検査）による抗原検査を実施。

• 検査結果について、陽性の場合は速やかに該当県に報告、
陰性の場合は１週間に１回程度まとめて該当県に報告。

※ 詳細は、右図の「検査等の流れ」を参照のこと。

事業内容

CSF発生都府県 資
料
６
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令和２年度野生イノシシにおけるCSF・ASF感染状況確認検査実施状況（令和３年２月26日時点）

検査数 うち陽性数

秋田県 1

福島県 101 1

栃木県 21

千葉県 34

兵庫県 94

岡山県 34

広島県 4

山口県 3

愛媛県 38

佐賀県 12

長崎県 32

熊本県 45

大分県 30

宮崎県 50

鹿児島県 23

沖縄県 4

合計 526 1
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